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令和３年度 学校評価結果報告書 
 

桶川市立朝日小学校 
校 長 内田 則子 

                                   
１ 目指す学校像   

≪活力あふれる魅力ある学校≫   
・児童にとって楽しい学校   
・安心・安全に配慮し、美しい学校  
・保護者・地域に信頼される学校 
 

２ 評価結果 

領域 № 評価項目 
自己評価 学校運営協議会に 

おける評価 評価 説明及び学校の考え 

組 
織 
・ 
運 
営 
 

 
１ 

学校教育目標の達成の
ために、日常の教育活動
が適切に行われている。 

 
Ａ 

・「思いやりのある子(徳) 進んで学習する子
(知) たくましい子（体）」の育成に向け、保
護者に周知し、その達成のための教育活動を
展開している。 

・児童の作品を掲示し、
児童のヤル気を出さ
せています。 

 
２ 

分掌の主任を中心に課
題を共有し、反省を生か
して計画を立て、実践し
ている。 

 
Ｂ 

・今年度の反省を確実に次年度に引き継げるよ
う「業務報告」にまとめ、引き継いでいる。 

学 
習 
指 
導 

 
３ 

年間指導計画及び評価
基準に沿って授業を展
開している。 

 
Ａ 
 

・毎月末の週案、年間指導計画チェック表の提
出、管理職の定期的な教室訪問で、今後も授
業内容の量的・質的内容を確認していく。 

・オンライン学習も加
わり、調べ学習等一
人一台になり充実し
ているが、クローム
ブックが悪用されな
いように注意喚起が
必要です。 

・授業を参観しました。
先生の教えに熱心さ
が伝わりました。 

・先生方が児童一人一
人に声をかけてくだ
さる場面や、児童か
ら先生方に質問や伝
えたいことなど話し
ている場面を見る
と、先生方と児童の
コミュニケーション
が良くとれていると
感じます。 

 
４ 
 

基礎基本の確実な定着
や活用する力の伸長を
図っている。 

 
Ａ 

・日々の授業における繰り返し学習、ＩＣＴ機
器の導入、習熟度別学習により、基礎基本の
確実な定着を図っている。 

 
５ 

児童の実態に基づいて
少人数・学び合い等の学
習形態の工夫をし、わか
る・できる喜びを感じさ
せる授業をしている。 

 
Ａ 

・どの授業においても、「学び合い」「ふりかえ
り」を積極的に取り入れている。 

・算数科におけるＴＴや習熟度別指導、少人数
指導を学年の実態に応じて行ったが、学ぶ楽
しさを感じさせる工夫が必要である。 

 
６ 

テストや全国・県学習状
況調査の結果を分析し、
必要な学力補充策を行
っている。 

 
Ｂ 

・全国・県学習状況調査の結果分析から学力向
上への対策等の組織的な取組が必要である。 

・単元末まとめテストの結果を分析し、各学年
の傾向を把握することができた。 

 
７ 

家庭学習の習慣を付け
るよう取り組んでいる。 

 
Ａ 

・宿題の出し方や家庭学習については、学年内
で統一した取組を行う。 

生 

徒 

指 

導 

・ 

教 

育 

相 

談 

 
８ 

児童の豊かな心と公正
な判断力を養い、思いや
りのある行動がとれる
ようにしている。 

 
Ａ 

・学級ごとの挨拶運動は、コロナ禍のため実施
できなかった。元気の良さに欠ける児童の実
態がある。全体としては落ち着いているが、
挨拶については、まだまだ課題がある。 

・いじめによって気力
や意欲を失わず、自
己肯定力をつけて豊
かな人生を歩んでほ
しいと心から願って
います。 

・下校時の交通マナー
が悪い。歩道のない
ところは右側通行の
励行、横に広がらな
いこと。 

 

 
９ 

本校のいじめ防止基本
方針に基づいて、いじめ
防止対応の取組をして
いる。 

 
Ａ 

・「いじめ実態アンケート」を毎月行い、該当児
童や保護者との面談等、職員の組織的な対応
を行っている。 

・「いじめ」については夏季休業中に教職員研修
を実施し、理解を深めることができた。 

 
10 

規範意識を高める指導
に取り組んでいる。 

 
Ｂ 

・「あさひっ子の約束」の確認を年度当初に行い、
教職員の共通理解を図った。 

・下校時の児童の様子について、保護者・地域
の方からご指摘をいただくことがあった。 

健 
康 
教 
育 

 

 
11 

体を動かすことを楽し
む児童を育成する体育
に積極的に取り組んで
いる。 

 
Ｂ 

・今年度もコロナ禍のため、活動に制限はあっ
たが、その中で運動会・体育大会・長距離走
大会などを実施することができた。 

・児童は、限られた機会であったが、存分に体
を動かす姿が見られた。 

・外で思いっきり遊ぶ
ことができず、体力
や筋力が維持できて
いるかどうか心配で
す。 

・コロナの影響で大変
でしょうが、工夫し
て努力をしてくださ

 
12 

栄養バランスのとれた
規則正しい食事の大切
さを理解させ、食に関す

 
Ａ 

・給食指導は栄養教諭を中心に、食育の観点を
大事にし、家庭への啓発を継続している。 

 



る意識を高めている。 ・アレルギー対応は、今後も保護者との連絡を
密にし、事故０とし継続する。 

い。（走る・投げる・
跳ぶなど） 

 
13 

健康安全な生活につい
て年間指導計画に基づ
いて指導している。 

 
Ａ 

・児童の体調等に対する報告・連絡・相談体制
が確立されている。 

・感染症対策に全教職員一丸となり取り組み、
環境整備の充実・日々のｱﾙｺｰﾙ消毒・換気の徹
底・手洗いの励行等を継続した。 

 
 
学 
習 
環 
境 
 

 
14 

温かさと潤いのある学
ぶ環境(教室の整理や掲
示物を整える、除草や花
壇に整備等の望ましい
環境）づくりを進めてい
る。 

 
Ａ 

・掲示ボランティアにお願いしている体育館前
掲示板の掲示、階段フロアの掲示は大変好評
であり、ＨＰでも周知している。 

・校庭の除草、樹木の剪定、朝日山整備は、学
校応援団・おやじの会にお願いしているが、
コロナ禍の中で活動に制限があり、緊急事態
宣言下の中で、手が行き届かなくなった時も
あった。 

・運動会に向け、児童用テントの購入を進めた
結果、無事に安心・安全な運動会が実施でき
た。 

・植物はきれいに管理
されています。今後
も継続してくださ
い。 

・校内掲示板は学年ご
とに様々なものがあ
り、学年の目標や学
習内容など様子がわ
かり、続けていただ
きたいと思います。 

・南校舎から体育館へ
とつながる渡り廊下
が雨の日に水が溜ま
り滑りやすくなって
いるようで、何度か
児童が転倒する場面
がありました。（たま
たま外掃きの時で靴
底が減ってすべりや
すくなっていたかも
しれませんが…）対
策がむずかしいと思
いますが、検討して
いただければと思い
ます。 

 
15 

施設設備の点検を行い、
危険箇所の改善に努め
ている。 

 
Ａ 

・安全点検は、毎月１０日に実施。 
・安全点検において指摘された修繕が必要な箇
所を、直ちに修繕をして、学校内でできる修
繕については、ほぼ１００％改善している。 

 
16 

教材備品を充実整備し、
学習環境の充実を図っ
ている。 

 
Ｂ 

・教材備品の整理、台帳確認は例年、夏季休業
中に集中的に行っているが、職員の入れ替わ
り等もあり、うまくできていない分掌等もあ
った。 

・施設設備の老朽化、予算等との関連、ＩＣＴ
機器の急速な導入の必要性から、充実した教
材備品の補充等に課題がある。 

 
教 
職 
員 
の 
資 
質 
向 
上 

 

 
17 

服務規律の確保（信用失
墜行為、職務への専念、
守秘義務等）に努めてい
る。 

 
Ａ 

・毎月、職員会議後にチェックシートを実施し、
自己を振り返る機会を設定した。 

・校務支援ソフトを活用し、教職員の声を広げ
るボトムアップ型の研修やワークショップ型
全体研修を実施し、不祥事根絶に向けた職員
の意識を高めることができている。 

・すでにやるべきこと
はやっていると感じ
ています。さらなる
実現をお願いした
い。 

・時間外時間 80 時間以
上勤務者が減ってい
ると聞き、学校として
の取組の成果が出て
いると考えます。 

 
18 

前年度より指導力（授
業・学級経営・生徒指導
等）が向上している。 

 
Ａ 

・学校課題研究（特別活動）の充実により、コ
ロナ禍の中でも、教職員の声を生かしながら、
指導力向上につなげた。 

・ギガ・スクール構想に向けたＩＣＴ機器の操
作が一人一人に定着し、学級閉鎖時等のオン
ライン学習の充実につながっている。 

 
19 

業務改善に努め、在校時
間の時間外時間が８０
時間を超えないように
している。 

 
Ｂ 

・負担軽減につながるように、業務改善推進会
議を立ち上げ、取り組んでいる。 

・時間外時間は昨年度より減ったが、業務の効
率化に工夫が必要である。 

家 
庭 
・ 
地 
域 
と 
の 
連 
携 

 
20 

保護者・地域から意見を
聞くように努め、寄せら
れた意見や要望につい
て、可能なことは対応す
るよう努めている。 

 
Ａ 

・保護者・地域の方の要望には、誠実、迅速に
対応している。 

・例年どおりの活動が行えなかったため、学校
の教育活動を理解できていない低学年の保護
者を中心に意見・要望が多かった。いただい
た意見や要望は校内で共有し、組織で対応す
るよう努めた。 

・情報はホームページ
だけでなく面談が基
本と思うので、大変
でしょうが、心がけ
てください。 

・コロナ禍２年目にな
り、感染者も減少し
マスク生活ではあり
ますが、子供たちも
ようやく普通の学校
生活を送れるように
なり、少し安心して
います。ホームペー
ジの「今日のメニュ
ー」昼食の写真とコ
メントを楽しみにし
ています。 

 
21 

授業公開や懇談会、学
年・学級便りを通して、
教育活動の様子や課題
等について情報を発信
している。 

 
Ａ 

・感染防止対策を実施しながら、懇談会（４月）・
学校公開（１１月）を実施した。 

・学校公開は午前中（分散開催）とし、午後か
ら児童のあさひっ子ｸｲｽﾞ大会を校庭で実施
し、保護者に参観いただいた。 

・保護者からは、オンライン参観・面談実施の
要望が寄せられた。音楽朝会実施後の動画視
聴による振り返り等を週末、各家庭で実施し
た。今後、よりよい在り方について研究を深
めていく必要がある。 

 
22 

学年等の HP の情報を
更新するよう協力して
いる。 

 
Ａ 

・ＨＰの運用が軌道にのり、林間学校や修学旅
行の行事の時には、閲覧数ランキングが瞬間
的に全国トップになった時もあった。 

＊評価項目については各学校で領域ごとに項目を２～３設定する。 


